
表題の写真は「おいせまいり わんころう」長谷川義史 絵 あおきひろえ文（ご夫妻）―クレヨンハウスで買いまし

た。そのむかしお伊勢参り・おかげまいりが大流行でした。病気やけがで行くことが出来ない人は犬が行ったという言

い伝えがあります。ひしゃく、銭、巾着を下げた犬。「おかげまいり」できっといいことがあると信じられていました 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

季節のたより（コムクドリ２０２５年５月） 

粕谷和夫                 

 私達の日常生活の近くで暮らしてい

る野鳥でよく目立つ鳥は、関東の平地

ではスズメ、ムクドリ、ヒヨドリ、カラス

の仲間、キジバト、シジュウカラ、メジロなどですね。このうち

のムクドリは全身に黒味があり顔の周りは白い地味な鳥で

すが、足と嘴のオレンジ色が目立ちます。 今月の鳥はムクド

リの仲間の「コムクドリ」です。地味なムクドリとくらべ、コム

クドリはカラフルな美しい羽を持ち、すこぶる可愛い鳥です。

特にオスは頭から胸にかけて灰色味のある白色で、背には

紫色の光沢があり、白色斑もあります。尾は黒っぽく、腰は

白っぽいので、飛んだ時は腰の白が目立ちます。 留鳥のム

クドリと違い、コムクドリは繁殖期にボルネオ島等からやって

来る渡り鳥（夏鳥）です。私の住む八王子ではツバメのよう

に営巣はしませんがもっと北に向かうグループが通過しま

す。サクラが葉桜に変わったこの時期の数羽の集団を見か

けることがありますが、今シーズンは未だお目にかかってい

ません。          

昔、転勤で仙台市に住んでいた頃、自転車で通勤の途上

に広瀬川のほとりの「西公園」で営巣しているコムクドリを

毎日見るのが楽しみだったことが懐かしく思い出されま

す。この頃は、「さとう宗幸さんの青葉城恋唄」が流行って

いました。 この写真は日本野鳥の会創設者の中西悟堂が

日本初の探鳥会を開催した富士山の「須走」に 2022年の

５月に行った時に撮ったものです。富士浅間神社でキビタ

キ、サンショウクイ、コサメビタキ等に出合い、次の「小鳥の

音楽堂」へ向かう途中のショットで大きな青虫を咥えていま

した。 青虫を咥えたコムクドリは近くの雨戸の戸袋に飛び込

みました。主に樹洞やキツツキ類の古巣に営巣すると図鑑に

はありますが、雨戸の戸袋に飛び込ん

だのを見て、この鳥もムクドリと同じよ

うに雨戸の戸袋に巣を作るのが好きだ

とわかり納得しました。（右ムクドリ）  

粕谷和夫の観察日記 

５月上旬の今の時期、バラのシーズンですね。住宅地を

散策すると豪華なバラの花、高貴なバラ

の花が道路からも鑑賞できます。そんな

バラが咲き誇る庭に通行人を招き入れて

くれるローズガーデンもありますね。野

生のバラ、ノイバラも今、野外で咲き誇っ

ています。日本を代表する野生のバラで、

華やかさはありませんが、白色の清楚の

この花は見ていて飽きません。この写真

は多摩川の河原で、ウグイスやガビチョウのさえずりが

効果音となっていました。 

 山形、酒田の飛島に春の鳥の渡りを見

に来ています。風雨のため定期船が欠航

で酒田に戻れません。雨のため、飛島マ

イマイという左巻きの珍しいカタツム

リに出合いました。宿の魚が美味しいで

す。 

 飛島ではあちこちでオドリコソウの花が

目立ちます。山形の花笠踊り

を連想しています。本日、酒

田に戻ることができました。

飛島の港近くの海岸で咲いて

いたハマナスです✨ この

花の直ぐ近くでは一方の島で

ウミネコの大集団、その反対側の岩壁に

はハヤブサが陣取っていました。  

（写真左オドリコソウ・右ハマナス） 

 

シニア散歩 井の頭公園とクレヨンハウスのランチ 

５月１３日（火）１１名参加 五月の爽や

かな青空。こんな日は散歩日和ですね。JR

中央線吉祥寺駅から５分ほど歩くと井の頭公

園です。途中におしゃれなお店がたくさんあ

ります。犬の散歩に来ている人たちもいて、

気軽に話しかけると会話が弾みます。散歩は

池の半周を歩きました。今は野鳥の子育てが

見られます。高い杉の木の上ではカワウが巣

を作って子育て真っ最中。池ではハクチョウボートの近

くでカイツムリが幼鳥を連れて餌をとっていました。親

鳥が潜って餌を幼鳥に与えていました。すぐ近くで見る

ことが出来て嬉しかったです。山法師が白い花を咲かせ

ていました。この時期は生き物が輝いています。 

そのあとは、北口にあるクレヨンハウスでオーガニッ

クのランチブッフェ。新鮮でみずみずしい野菜たっぷり

のランチは美味しくて元気になります。皆さんとの会話

も弾みました。２階に絵本などの本があるので行ってみ

ました。おすすめは長谷川義史さんの絵本です。よかっ

たら手に取ってみてください。帰

りは吉祥寺商店街の迷路をあちこ

ち散策しました。昔ながらの店が

たくさんあって探検した気分にな

りました。お散歩にお勧めです。 
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